
講義回

-

ルール３：
　ADPISA開催中に、後付けで希望科目にして、認定科目とすることを可能とす
る。

ルール４：
　ADPISA-H科目の予習的な位置づけの科目（アジャイル入門等）も、希望科目、
認定科目の対象内とする。

ルール１：
　受講者の希望した科目（以後、希望科目）のうち、ADPISA側で認めた科目（以
後、認定科目）が対象科目。
　
ルール２：
　認定科目をすべて受講しなくても、1時間以上受講した認定科目は途中までの受
講でも時間のカウント対象とする。（カウント方法はルール６参照）

以下のルールで受講科目を決め、受講した科目の時間数を履修時間数に認定する。
認定する時間数は30時間を上限とする。
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2023

居駒幹夫

受講生一人一人がISアーキテクトに成長するために必要な学習のうち、ADPISA-Hの他の科
目では学ばない項目を学習する。ADPISA運営側の推薦する分野と、受講生一人一人の希望
も踏まえて受講するUdemyの講座を選び、ADPISA-Hの開講期間中にオンデマンドに受講す
る。
受講生の都合の良い時間に視聴可能。受講生の希望に沿った科目をADPISA側から推薦する
ことにより、受講生のニーズと科目のミスマッチを最小限にし、受講生が求めている知識・
スキルを効率的に得ることができる。

選択科目群

講義概要/Course description

達成目標/Course objectives

授業計画/Lecture plan

ISアーキテクトを目指すうえでの受講生の弱点の克服



ルール５：
　受講後（または、途中まで受講後）、受講アンケート（気づきシート付）を提出
した認定科目を時間数認定の対象とする

ルール６：
　時間数は科目の時間数。途中まで受講した場合は、「科目の時間数ｘ進捗度」で
時間を認定する。進捗度は、Udemy側でカウントしている値を使用する。（多分、
節ごとの時間数で計算している。）

https://aoyama.udemy.com/

ADPISA側から指定された科目の講義時間数と、その進捗度を積算した時間をその科目の受
講時間と認定し、その総和を認定時間とする。（30時間未満でも、視聴した時間を履修時間
にカウントする）
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Udemy Businessの講座をオンデマンドコンテンツとして視聴する。
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